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令和４年度 あわら市公民館運営審議会 第２回定例会議事録 

 

１ 開催日時  令和５年３月 23日（木）  11時～12時 30分 

 

２ 開催場所  あわら市中央公民館 多目的ホール 

 

３ 報告事項 

（1）令和４年度公民館事業報告について 

（2）令和５年度公民館事業計画について 

 

４ 出席者 

（教育長）      甲斐 和浩 

 

（審議会委員）    堀田あけみ（委員長） 

宇都宮高栄（副委員長） 

石谷  恵子 

佐藤 康裕 

藤野  武  

笹井 和弥 

平田 里江（欠席） 

佐々木嘉江（欠席） 

 

（公民館長・事務局） 中央公民館長   山口   徹 

伊井公民館長   東川 宏嗣 

坪江公民館長   出村久仁男 

剱岳公民館長   川﨑雅一郎 

細呂木公民館長  近藤 辰浩 

吉崎公民館長   石塚  郁雄 

湯のまち公民館長 島田 充寿 

本荘公民館長   吉田 昭博 

北潟公民館長   中田 治和（欠席） 

文化学習課長   早見 孝枝 

中央公民館主任  小林 和夫 
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５ 議事の内容                                           

 

文化学習課長  定刻になりましたので、ただ今より、令和４年度あわら市公

民館運営審議会定例会を開会いたします。 

なお、平田委員、佐々木委員はご都合により欠席でございま

す。 

最初に甲斐教育長がご挨拶申し上げます。 

 

教育長    ～ 教育長挨拶 ～ 

 

文化学習課長  続きまして、堀田委員長よりご挨拶賜りたく、お願い申しあ

げます。 

 

委員長    ～ 委員長挨拶 ～ 

 

文化学習課長  本審議会は、地方自治法に規定する附属機関にあたるため「あ

わら市附属機関等の会議の公開に関する規程」に基づき、会議

開催および傍聴者の定員の事前公表を行いましたが、会議の傍

聴希望者はございませんでした。 

        また、会議録の作成及び公開が義務付けられておりますので、

正確を期すため本会議は録音させていただきます。 

なお、議事録の公開については、市のホームページにて行い

ますが、発言に際しての委員の個人名は表記しないことを申し

添えます。 

次の公務がございますので、甲斐教育長にはここでご退席い

ただきます。 

では、これより先の議事進行につきましては、堀田委員長に

お願いします。 

 

委員長     それでは、議事に入ります。 

        議事１「令和４年度公民館事業報告について」並びに、議事

２「令和５年度公民館事業計画について」は一括議事としたい

と思います。 

        事務局より説明願います。 

 

事務局     ～ 事務局説明 ～ 
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委員長     ありがとうございました。 

        ただいまの説明について、委員の皆さまのご意見はありませ

んか。 

 

委員      定期教室は５名以上集まらないと開講できないのでしょうか。 

 

事務局     定期教室は５名に満たない場合は開講できませんのでよろし

くお願いします。 

 

委員      公民館は、女性利用者がほとんどですので、少しでも男性の

利用者を増やす対策をとるべきではないでしょうか。もっと、

男性に好まれる講座を研究して実施していくべきではないか。 

 

事務局     公民館の定期教室・単発講座受講者講座のアンケート集計を

見ますと、定期教室の女性割合は 89％、年齢も 60代以上が 67％

と、女性と高齢者の割合がかなり高いところです。 

        単発講座についても、女性割合が 67％であり、定期教室同様

に、女性の参加が多いのですが、例えば、お手元の「令和４年

度公民館事業実績報告書」をご覧いただきたいのですが、中央

公民館の戦国歴史講座３回シリーズでは、男性の参加が 70％を

超えましたし、他にも、細呂木公民館の「こころをこめて花束

を」、北潟公民館の健康麻雀教室などをはじめ、他の公民館でも

男性向けの講座を考えております。 

男性向けの講座企画は、今後も進めてまいりますのでよろし

くお願いいたします。 

 

委員      今まで定期教室を企画しながら開講できなかったケースはあ

りましたか。 

 

公民館長    手芸教室を企画しましたが、５名以上集まらず、開講できな

かったです。館長や事務員が利用者に声をかけてやっと人数が

集まり、定期教室が開講できた場合もあります。 

 

事務局     定期教室を開講する際に、剱岳公民館や吉崎公民館など小さ

い公民館は、中央公民館と同等に参加者を５名集めるのは困難

だと思います。今後は５名以上参加の条件につきましては、緩

和していく方向で進めるべきだと思います。 
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委員長     他にご意見はありませんか。 

        無いようですので、議事１「令和４年度公民館事業報告」並

びに、議事２「令和５年度公民館事業計画」については承認と

いうことでよろしいでしょうか。 

 

委員      意義なし 

 

委員長     今回の議事については、全て承認されました。 

        続きまして、その他に移ります、委員の方々から何かござい

ませんか。 

 

委員長     ありがとうございました。 

        また折角の機会ですので、公民館長から、公民館の運営など

の考え方などをお話いただきたく思います、中央公民館からお

願いします。 

 

中央公民館長  コロナが収束してきたことにより、当館の来館者は、コロナ

前に戻ってまいりました。 

中央公民館では、定期教室は２つしか実施しておりませんが、

自主クラブは多くございます。しかしながら、自主クラブは高

齢化が進んでおり、減少している傾向ですので、新たな自主ク

ラブが参加できるように支援してまいりたいと思います。 

現状、中央公民館は貸館が主となっております。今後の課題

としまして、ほのぼの展などのイベントで、地元の東区や新区

との連携ができておりませんので、今後は、地域を巻き込んで

の公民館運営を進めてまいりたいと思います。 

    

湯のまち公民館長 湯のまち公民館の活動としては、中央公民館と同じく、利

用者の高齢化により、自主クラブが解散する傾向にあります。

また、公民館利用者は、女性や高齢者が多いため、夏休みの

子ども教室や男性向けの講座の開講を心がけ、低年齢層や男

性層の獲得に努めたいと思います。 

また、地域とのつながりですが、区長会などの地域の会合に

顔を出させていただきまして、地域の皆様の公民館利用と公民

館祭りのサポートを直接お願いさせていただきました。公民館

長として、少しでも公民館の運営が前向きに進むように努めて

まいりたいと思います。 
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伊井公民館長   伊井公民館は地域の拠点と位置付けられており、区長会や

各種団体と連携しながら、いかに地域を良くしていくかを考

えております。まずは、５月 28日に伊井さつきまつりが開催

されますが、イベント内容については、コロナ前の内容で運

営できることを目標に進めております。 

公民館教室については、地域の皆様の意見を聞いて、単発講

座を企画し、その状況により、定期教室や自主クラブに昇格で

きるように運営してまいりたいと思います。 

 

坪江公民館長   坪江公民館は、北は石川県加賀市、南は丸岡となり南北に

長い 17地区 2,300人が暮らしている地区にありますので、纏

まりには若干欠ける地域となります。 

 現在、文化学習課からトップダウンで進められているイーネ

ットですが、非常に困っております。現在は、予約状況の公開

だけとなっておりますが、今後はイーネットから、公民館の利

用予約ができるようになると、一体どうなってしまうのか危惧

を覚えております。まず、公民館の使用は、あわら市民を優先

するようにしていただきたいと思います。 

また、夜間や土日の公民館利用となると、事務員一人や管理

人だけではとても対応しきれません。朝８時 30分から夜の 10

時まで、ずっと公民館を使用できる条例となっているため、条

例を改正しない状況で、イーネットを導入されると、公民館の

利用に大きな支障が生じると推測されます。 

そういう訳で、福井市はイーネットを実施しておらず、あわ

ら市においても、芦原青年の家は実施しておりません。それは

何故なのかと思います。 

 

剱岳公民館長   剱岳公民館は、今年度大改修をしまして、主にトイレ、多

目的、玄関ホールなどが新しくなりました。 

また、公民館利用者に男性を取り込むために、講演会などを

実施して、少しでも利用者を増やしていこうと思います。 

現在、国も県も DXを盛んに推進しておりますが、DXに頼ら

ない方が良いこともあると思います。DXにより逆に不便にな

ることがあり、残すべきアナログもありますので、DXが全て

ではないことを強調したいと思います。 
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細呂木公民館長  細呂木地区は他の地区と違い、地域性が強く公民館活動が

非常に活発です。公民館講座や公民館まつりなども地域の協

力をいただき、公民館教室の講師などもお願いしております。 

竹細工講座など、男性が参加できる単発教室を増やしていき、

また、細呂木創成会、神宮寺城保存会などの細呂木地区の多く

の団体と連携しながら、公民館活動を進めてまいりたいと考え

ております。 

 

吉崎公民館長   吉崎地区は少子高齢化が進んでおり、人口の減少が激しく、

80数件しか戸数はありません。また、教室関係の参加者は固

定されており、男性や若年層の参加は、なかなか難しいとこ

ろです。 

         湖畔の夕べが中止となったことから、代替えとはなります

が、公民館教室の作品展を実施し、さらに小学校生徒の作品

やその活動の様子、吉崎の伝統行事の動画を配信しまして、

地域の中での情報共有を図りました。 

 

本荘公民館長   本荘公民館は、９公民館の中で一番新しく、利用者の方は

非常に喜んでおりますが、駐車場については 24台分しかなく、

大変困っております。来年度ですが、消防小屋を取り壊す予

定で数台分の駐車スペースは増えると思います。 

また、公民館教室には力を入れておりまして、特に単発講座

は、年間約 25講座を実施しており、市内公民館の中では一番

多いのではないかと思います。 

         

委員長     公民館長さんの思いや現状、課題についてをお聞きすること

ができました。 

委員の皆様、何か質問やご意見などはございますか。 

         

委員      子どもたちが公民館を利用することで、親御さんや祖父母な

どが参加することで、いかに子どもたちが公民館の行事を参加

していくことが大事だと思います。 

        学校と地域が連携して、子どもたちの活動の場を設けること

が大切だと思います。 
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委員      昨年までのコロナ禍で、公民館活動に大変ご苦労されたと思

いますが、今年はコロナが治まってきましたので、皆様の今後

の公民館運営に期待しております。 

 

委員長     ありがとうございました。 

最後に事務局から何かございませんか。 

 

事務局     皆様から、様々なご意見やご感想をいただきありがとうござ

いました。 

        事務局からは特にございませんのでよろしくお願い致します。 

 

委員長     それでは、以上で定例会を閉会します。 

        副委員長、最後に閉会の言葉をお願いします。 

 

副委員長   ～ 閉会の挨拶 ～ 

 

 

 

 

６ 閉会の日時  令和５年３月 23日（木）  12時 30分 

 


